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1. 概要 

迫りくる高齢化社会にお

いて、医療への課題は多く、

治療や診断などといった需

要に関して、新規生体材料、

医療機器の開発は求めれら

れている。例えば、人工骨や

人工歯といった生体材料の

開発には、ナノからマイクロ

スケールまでの幅広い機能

や機械的特性の制御、人体と

の適合性など、さまざまな要

求に応える必要がある。従っ

て、限られた分野だけではな

く、派生する異分野との共

同、さらには、国際的な活動

が必要とされる。 そのため、

本ワークショップは、2011 年

より生体材料研究を中心と

し、材料分野、歯学分野、医

工学分野の関係者が集まり

開催されている。主な関係組

織は、東北大学金属材料研究

所、歯学研究科、医工学研究科、さらに東京医科歯科大学生体材料工学研究所であり、それ



ぞれの組織が連携することにより、外国人研究者や学生などによる学際的な議論が行える

プラットフォームの提供を目指している。本ワークショップは、2023 年 8 月 4 日に開催さ

れ、今回で 18 回目となりました。 

2. 内容 

東北大学金属材料研究所講堂を会場とし、オン

ラインとオンサイトを併用したハイブリット形

式 で 開 催 し ま し た 。 セ ッ シ ョ ン テ ー マ は ① 

Biomaterials ②Oral Health Care ③Young 

innovators ④Biomedical Engineering の 4 つに分

け、各セッション招待講演者 1 名、口頭発表者 5

名として実施しました。招待講演者４名のうち 3

名が来日し、香港大学の Min Wang 教授は

“ Interfaces in Biomaterials and their 

Applications: Design, Control and Assessments”

という研究題目で、韓国延世大学の Baek Il Kim

教授は“Optical detection of oral microbiome and 

its metabolites”という研究題目で、韓国ソウル大

学の Eun Hyun Park 研究員は“A Novel Root 

Canal Irrigation System Utilizing Remotely 

Generated High-Power Ultrasound: Modes of 

Function, Cleaning Efficacy, and Safety”という研

究題目で、それぞれ発表が行われました。英国ス

トラスクライド大学の Gwyn W. Gould 教授は、

オンラインで参加し“Watching Fat cells: Studies 

of GLUT4 distribution using superresolution 

microscopy”という研究題目で発表が行われまし

た。。参加者は 82 名（オンサイト 44 名、オンラ

イン 38 名）であり若手研究者ならびに学生を中心に発表が繰り広げられました。対面での

参加者が多く、長時間にわたる活発な議論が交わされるとともに、異分野間での交流がおこ

なれました。 
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